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問

一

引
用
・
奥
付

お
く
づ
け

・
あ
ら
す
じ
・
要
約
・
出
典
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
説
明
し
た

文
と
し
て
当
て
は
ま
る
も
の
を

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
を

に
書
き
ま

し
ょ
う
。

（
ア
）
故
事

こ

じ

成
語

せ

い

ご

、
引
用
文
、
ま
た
引
用
さ
れ
た
語
句

ご

く

な
ど
の
出
所
で
あ
る
書
物
。

（
イ
）
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
、
話
や
本
、
文
章
を
短
く
ま
と
め
る
こ
と
。

（
ウ
）
書
物
の
終
わ
り
に
あ
る
、
書
名
・
著
者

ち
ょ
し
ゃ

名
・
発
行
者
名
・
発
行
年
月
日
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
部
分
。

（
エ
）
小
説
や
映
画
な
ど
の
大
体
の
内
容
の
こ
と
。

（
オ
）
本
や
文
章
の
一
節
や
文
、
語
句
な
ど
を
自
分
の
文
章
に
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
こ
と
。

①

引
用

②

奥
付

③

あ
ら
す
じ

④

要
約

⑤

出
典

問

二

引
用
す
る
際
に
気
を
つ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
正
し
い
も
の
に
は
◯
、
間
違
っ
て
い
る

も
の
に
は
×
を
、

の
中
に
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

①

何
の
た
め
に
引
用
す
る
の
か
と
い
う
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

②

引
用
し
た
部
分
と
自
分
の
考
え
と
の
関
係
な
ど
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

③

小
学
生
で
は
、
引
用
し
た
文
章
等
の
出
典
に
つ
い
て
は
必
ず
書
く
必
要

は
な
い
。

④

文
章
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
引
用
す
る
部
分
を
他
の
文
字
よ
り
小
さ
く

書
く
。

⑤

図
表
を
用
い
る
場
合
に
は
、
本
文
に
「
図
１
は
、
～
」
な
ど
の
表
現
を

用
い
て
本
文
と
の
関
連
を
示
す
。

国
語

「
引
用
に
つ
い
て
」
（
Ａ
）

五
年

組

番

名
前

ウ

オ

エ

イ

ア
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